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研究成果の概要 

本研究は、物理ベースレイトレーシングを活用し、究極の映像ディスプレイを設計するための研究手

法の確立を目指した研究である。 

 本年度は、昨年度より進めた全周囲から視認可能な結像型空中像を物理的に実装し国際会議にて展

示を行った。この過程を通して、設計のアイディアをレイトレーシングによってレンダリングした画像

によって確認し、画像処理によって評価を行い、具体的な実装をするという一連の研究手順で成果を出

すことができるとわかった。 

 また、再帰反射光学素子とビームスプリッタを組み合わせた空中像光学系を CG で再現することを目

指した研究では、過去研究より方位角方向のシャープネスの低下を適切に再現する光学素子の BRDFモ

デルを構築し、そのコードを githubにて公開した。 

 さらに、新規空中像光学素子を提案し、その原理をレイトレーシングと画像処理によって確認し、知

的財産の申請を行った。 
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